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のろのろ競争 

 

【問題】 

 アラビアのある大金持ちが２人の息子を呼んで、こう言いました。 

「砂
さ

漠
ばく

の真ん中のオアシスまで、きみたちの馬で競走しなさい。どちらか、勝

ったほうの馬の持ち主
ぬし

に、私が死んだ後、私の全部の財産をあげることにしよう。

ただし、競走といっても、ふつうの競走ではないよ。遅い方の馬が勝ちになる、

のろのろ競走だ。私はオアシスに先に行って、待っている。どちらの馬が遅く着

いたかがわかるようにね」 

２人の息子はそれぞれの馬に乗って、のろのろ競走を始めました。しかし、砂

漠の太陽はひじょうに暑くて、息子たちはとても疲れてしまいました。これでは、

もう２人とものろのろ競走を続けることはできません。 

そのとき、そうした息子たちに出会った人が、息子たちからのろのろ競走の話

を聞いて、すばらしい考えを２人に話しました。 

それを聞いた２人は、その考えをとりいれることにしました。そして、今度は、

ふつうの競走のように馬をできるだけ速く走らせたのです。 

さて、息子たちはどのような考えをとりいれたのでしょうか？ 

 

（解答
かいとう

は次
つぎ

のページ） 
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【解答】 

 息子たちは、自分たちの乗っていた馬をとりかえたのです。 

のろのろ競走とは、「自分の馬が相手の馬よりも遅く着けば勝ち」という競走

です。ということは、「相手の馬が自分の馬よりも速く着けば勝ち」なのですか

ら、馬をとりかえて、それぞれが相手の馬に乗れば、ふつうの競走になるのです。 

 

（595字） 
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＜参考資料＞ 

・多湖輝『頭の体操』第１集（光文社知恵の森文庫、2004年） 
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